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日韓学術文化交流事業訪日団（第 1～2 団）招へい事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】「対日理解促進交流プログラム(JENESYS)」の一環として、韓国全土から選抜された若手

教育関係者等を招へいし、テーマ「日本の教育現場及び平和教育の現場視察」の下、各種視察、日

本の教育関係者等との交流、テーマに沿った講義聴講等を通じて、日本に対する理解を深めること

で、今後の日韓間の相互理解と信頼関係増進の基盤強化に寄与することを主目的とする。 

 
【参加者】プレプログラム（オンラインによる事前学習） 韓国の教育関係者等 52 名 
     招へいプログラム 韓国の教育関係者等 52 名 

 
【訪問地】プレプログラム 東京都 52 名 
     招へいプログラム 東京都、広島県、兵庫県、大阪府 52 名 
 
【日程】 
 プレプログラム（オンライン事前学習）： 

5 月 11 日（木） オリエンテーション（プログラム説明）、参加者による対外発信 

 招へいプログラム： 

6 月 4 日（日） 成田国際空港より入国、来日時オリエンテーション 

6 月 5 日（月） 【講義聴講】文部科学省「日本の初等中等教育について」 

【表敬】駐日韓国大使館韓国文化院 

【視察】李秀賢氏追悼・顕彰碑含む新大久保フィールドワーク 

6 月 6 日（火） 【学校訪問・交流】（第１団）東京都江東区立八名川小学校、（第２団）東京都立小

石川中等教育学校、広島県へ移動 

6 月 7 日（水） 【表敬】広島県教育委員会事務局学びの変革推進部長兼教育センター所長 

【講義】広島県庁「国際交流員から見た広島の魅力」 

【視察】広島平和祈念資料館 

【講義聴講】被爆体験講話 

【視察】平和記念公園、韓国人原爆犠牲者慰霊碑、原爆ドーム 

6 月 8 日（木） 【学校訪問・交流】（第１団）広島県広島市立袋町小学校、（第２団）学校法人呉武

田学園武田高等学校 

【企業訪問・講義聴講】中国新聞ヒロシマ平和メディアセンター「原爆の記憶を引

き継ぐ活動について」 

6 月 9 日（金） 兵庫県へ移動、【視察】人と防災未来センター、大阪府へ移動 

成果報告会（訪日成果・帰国後の活動計画発表） 

6 月 10 日（土） 関西国際空港より出国 
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２．記録写真  

  
2023 年 6 月 5 日【講義聴講】 

文部科学省「日本の初等中等教育について」 

2023 年 6 月 6 日【学校訪問・交流】 

東京都江東区立八名川小学校 

  
2023 年 6 月 7 日【表敬】広島県教育委員会事務

局学びの変革推進部長兼教育センター所長 
2023 年 6 月 7 日【視察】原爆ドーム 

  
2023 年 6 月 8 日【学校訪問・交流】 

広島県広島市立袋町小学校 
2023 年 6 月 8 日【学校訪問・交流】 

学校法人呉武田学園武田高等学校 

  
2023 年 6 月 8 日【企業訪問・講義聴講】中国新

聞ヒロシマ平和メディアセンター 
2023 年 6 月 9 日【視察】人と防災未来センター 
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３．参加者の感想（抜粋） 
◆ 韓国 教員 
八名川小学校の先生方との交流や袋町小学校の６年生の児童が同校内の平和資料館を直接案内し

てくれたことが印象に残っています。また、広島では教育委員会の方々も学校訪問に同行してくだ

さり、学校レベルではなく、よりマクロ的に質疑応答ができ、日本の小学校教育について知ること

ができました。 
 
◆ 韓国 教員 
日本の小学校が実際にどのように動いているのかを知ることができました。なかでも、日本の教

員や児童と交流できたこと、そして日本の児童を対象に模擬授業を実施できたことが大変良かった

です。また、（人と防災未来センターでは）災害を乗り越える際に大きな役割を果たしたコミュニテ

ィの重要性について学ぶことができました。 
 
◆ 韓国 教員 
教員なので、広島の歴史的な場所を訪問することは大変有意義でした。また、学校を訪問し、生徒

たちの生活を見たり、交流の時間に一緒に話をしたり、一緒に授業を受けたり、一緒に考えたりし

た時間が一番楽しかったです。 使う言語が異なるだけで、どこの国でも若者たちの興味や悩みは同

じだということも分かり、日本という国をより身近に感じました。 
 
４．受入れ側の感想（抜粋） 
◆ 広島県教育委員会 

本県では現場主義を大切にし、学校現場の声にしっかりと耳を傾けながら、「広島で学んで良かっ

たと思える 広島で学んでみたいと思われる 日本一の教育県の実現」を目指しています。実際に

広島県の教育現場を見て感じたこと、得られた知識、経験を生かして、韓国での教育活動に活かし

ていただければと思っております。 
 
◆ 東京都江東区立八名川小学校 

韓国との類似点や相違点を知ることができ、児童にとっても教員にとっても学びの多い有意義な

交流でした。国が違えども、子どもたちのことを大切に思い、分かりやすい授業をしようと心を尽

くされている姿に、同じ教師であるということが感じられ、うれしく思いました。 
 
◆ 東京都立小石川中等教育学校（生徒） 
韓国の方と初めて話をして、韓国文化について知ることができました。韓国の食べ物や学校の様

子は、日本と似ているけれども異なるところが見つかり興味深かったです。また、この機会に韓国

語を少し勉強して、ハングルの面白さや言語を学ぶ楽しさを味わうことができました。「日本のこと

が好きな人が多い」と言っていただいたときはうれしかったです。私も韓国のことが好きになりま

した。 
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◆ 広島県広島市立袋町小学校 
「楽しかったよ。」袋町小学校平和資料館の案内を終えた子どもたちの第一声です。「韓国語で会

話もしたよ。」と満面の笑顔でした。先生方には、本校の平和教育の積み重ねの成果だと褒めていた

だきました。笑顔あふれ、「人の顔が浮かぶ国」の交流となり、明るい未来を感じました。 
 
◆ 学校法人呉武田学園武田高等学校 

学校概要、SDGs の取り組み、平和学の説明及び平和学の模擬授業をご覧いただき、先生方から多

くのご質問をいただきました。教育活動の背景や目的の説明に、皆さん大きく頷き、ご理解いただ

けたようでした。韓国では基本的に高校受験がなく、公立外国語高校等もあると聞きます。今度と

も日韓両国の教員が相互に各教育機関を訪れる機会に恵まれることを願っています。 
 
５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  
2023 年 6 月 6 日（Instagram） 
待ちに待った八名川小学校訪問。（中略）俳句の

授業を見学しました。地域との協業によってコ

ミュニティ・スクールが円滑に推進されており

羨ましく感じました。帰国後は、今日見て学ん

だことを積極的に活用していきたいです。 

2023 年 6 月 6 日（Instagram） 
小石川中等教育学校を訪問しました。韓国とは

異なり、日本では部活動が盛んでした。生徒主

導の活動として、自ら調べて研究する姿が大変

印象的でした。（中略）新聞を活用する NIE（N
ewspaper in Education）教育も活発でした。 
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2023 年 6 月 7 日（Instagram） 
訪日 4 日目の広島日程。広島県教育委員会を表

敬後、「広島の魅力について」というテーマで講

義を受講しました。広島県について新たに発見

したこともあり、また平和に向けた広島県の努

力について学ぶことができました。 

2023 年 6 月 7 日（Instagram） 
広島平和記念資料館を訪問しました。原爆の惨

状を確認することができました。日本の一般市

民や朝鮮半島出身の人々も数多く犠牲になりま

した。戦争は二度と起きてはいけないと改めて

実感しました。 

  
2023 年 6 月 8 日（Instagram） 
武田高等学校に訪問しました。（中略）牡蠣の養

殖で利用されるプラスチックパイプを竹で代用

することで、社会問題を解決しようという話を

聞きました。地球や人類を大切にする広島の未

来は明るいと思いました。 

2023 年 6 月 8 日（時事通信社） 
「『核兵器使用、二度と駄目』韓国の教員団が広

島訪問」平和記念資料館等の視察や広島市内の

小学校訪問について触れ、活発な学校交流等を

通じて、平和教育の重要性について再認識した

旨紹介されました。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表 

（訪問地：東京都、広島県、兵庫県、大阪府） 

  

【訪日中の学び】 

韓国の学校教育現場では重要度が低下しつつあ

る基本に忠実な教育（清掃、整理整頓、主体的

に行動する力等）について、その重要性を再確

認しました。 

【テーマに関する訪日中の発表】 

①小学校教育において学校と地域社会の絆が緊

密な点、児童が主体的に行動できる環境づく

り、学びが生活に直結し実践できる点が印象深

く残りました。 

②交流を通じて学んだことや日本の地震防災教

育について周囲の教員に共有したいです。地震

発生時には教室等の出入り口を開ける、「おは

しも・おかしも（注：避難時の標語）」等につ

いて共有することで、より効率的な地震避難訓

練になるようにしていきたいです。 

【アクション・プラン】 

帰国後２か月以内に日本の学校で学んだことを

整理し、韓国の学校教育現場で反映できる基盤

づくりに着手するとともに、８月には日本の教

員訪韓団との交流を通じて日韓両国の教員ネッ

トワークを形成し、両国の学校間での交流授業

を活性化していきたいです。 

【訪日中の学び】 

学校訪問を通じて、日韓両国の中学校の文化的

な違いや運営方法について、生徒と直接様々な

意見を交わすことで、日本の学校運営について

多くを知ることができました。過去の記憶より

も未来に備える姿勢に共感しました。災害に対

して事前に予防する施設が多く整備されてお

り、安全が日常化されていました。 

【テーマに関する訪日中の発表】 

SDGs 教育と平和教育が印象的でした。似てい

るようでありながら、両国の学校生活の相違点

を比較することができる時間でした。 

【アクション・プラン】 

今回の経験を基に、両国が相互理解を深めなが

ら交流できる学術・民間交流を強化するために、

その代表的な教員として活動していきたいと思

います。そのためには日本語能力をさらに強化

し、両国間の学校交流も継続的に行いたいと思

います。 

日本の学校で行われている SDGs 教育にヒント

を得て、韓国の学生にも SDGs について考え生

活の中で実践できるよう、計画を立てて発表す

る授業を行いたいです。 

 

実施団体名：公益財団法人日韓文化交流基金 


